
江津地域の今後の県立高校の在り方について 

 

１ はじめに 

 近年の少子化の影響により、江津地域においては、市内中学校卒業者数が令和５年３

月の 180人に対し 14年３月は 140人（22.2％減）と推計され、隣接する浜田市内（7.8％

減）と比べて減少傾向が顕著である。さらに、直近５年の江津市の出生数も平成 30 年

132人、令和元年 136人、２年 112人、３年 113人、４年 112人と減少傾向にある。 

 また、江津地域の中学校卒業者の希望進路は多様であり、市内の私立高校、他地域の

県立高校、さらには県外の高校等を希望する生徒が一定程度いるため、近年の江津高校、

江津工業高校への進学者はあわせて 40％程度に留まっている。江津地域の令和 10年前

後の中学校卒業者数が 150人前後と見込まれることから、両校への進学を希望する生徒

数は、１学年 60人程度、江津市外からの入学者を加味しても 100人程度と想定される。

つまり、現在の１学年２学級 80 人定員の２校を、将来にわたって維持することは困難

であると考えられる。 

こうしたことから、県教育委員会では江津地域の子どもたちの選択肢を確保した上で、

将来にわたって充実した高校教育を提供し、卒業後の進路につなげることができるよう、

江津地域の今後の県立高校の在り方について検討してきた。 

浜田市・江津市を一体的に考えた場合、昭和 33 年以前のように浜田高校、浜田水産

高校、江津工業高校の３校の形に戻すことも考えられるが、昭和 33 年に江津市待望の

普通科高校が設置され、以降、65年間にわたり普通科人材を輩出してきたことを考慮す

れば、人材育成、移住・定住、まちづくりの観点から、今後も江津地域に普通科系の学

びの場を残すことが必要と考える。 

一方で、石見地域における工業人材の育成の観点からは、工業教育のさらなる魅力化

も必要である。現在、石見地域における工業人材の育成は、益田翔陽高校の２学科と江

津工業高校の２学科によって担われているが、江津工業高校はその長い歴史の中で、石

見地域における工業人材の輩出に大きく貢献してきており、現在も地元産業界から大き

く期待されている。 

こうした視点を踏まえた高校教育を実現するためには、両校を統合し、１学年 100～

120人規模の新たな魅力ある高校を設置することが望ましいと考え、有識者で構成する

島根県総合教育審議会からの答申も踏まえながら、江津地域の今後の県立高校の在り方

について基本的な方針（案）を決定した。 
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２ 現状 

 ⑴ 江津高校と江津工業高校の入学者数等 

高校 年度 H31 R2 R3 R4 R5 5年平均 

江津高校 

定員 80 80 80 80 80 80 

入学者数（県外生） 72（1） 55（4） 57（2） 60（1） 66（2） 62（2） 

定員充足率 90.0％ 68.7％ 71.2％ 75.0％ 82.5％ 77.5％ 

江津工業

高校 

定員 80 80 80 80 80 80 

入学者数（県外生） 50（0） 55（1） 49（2） 41（1） 45（0） 48（1） 

定員充足率 62.5％ 68.7％ 61.2％ 51.2％ 56.2％ 60.0％ 

 

⑵ 江津市内中学校卒業者数推移      

卒業年月 R3.3 R4.3 R5.3 … R8.3 … R14.3 

中学校卒業者数 190 190 180 … 148 … 140 

R5.3比 ＋10 ＋10 － … △32 … △40 

※ R8.3と R14.3の卒業者数は、令和 5年 5月 1日現在の小中学校在籍者数より推計 

 

⑶ 江津市内中学校卒業者のうち高校（全日制）進学者の内訳 

年度 R3 R4 R5 … R8 

江津高校 
47 

(+市外 10) 

46 

(+市外 14) 

45 

(+市外 21) 

… 
35 

(+市外 14) 

江津工業高校 
20 

(+市外 29) 

20 

(+市外 21) 

20 

(+市外 25) 

… 
15 

(+市外 25) 

私立高校 

及び 

その他地域 

浜田市内県立 40 

109 

34 

111 

26 

97 … 87 
江津市内私立 36 36 37 

その他県内 27 33 23 

県外  6 8 11 

計 176 177 162 … 137 

※ R8の進学者は、令和 5年度までの入学者数により推計 



 

３ 基本的な方針（案） 

・ 江津地域の子どもたちの進路の選択肢の確保と、教育活動の充実を最優先に考え 

 検討 

・ 江津高校が築いてきた地域連携による進学を念頭においた学びを継承 

・ 江津工業高校の伝統を生かすとともに、県西部の工業教育へのニーズに対応でき 

るよう、工業教育の更なる魅力化を検討 

・ 学科名、コース名、教育の具体的な内容については、地域の意見を丁寧に聴取し 

ながら検討 

・ 地域や地元教育機関等と連携し、探究的な学びを生かした魅力ある教育を展開 

・ 工業教育の実習施設・設備が必要であることから、新設校は江津工業高校の場所 

を念頭 

 ・ 開校する時期は、教育課程の検討と、それを踏まえた施設整備のため、令和 10年 

度前後を想定 

・ 開校までの間、または開校後であっても、地域や社会のニーズを捉え、時代にあ 

 った魅力ある学びとなるよう柔軟に対応し、必要があれば方針等を見直す 

 

＜新設校のイメージ＞ 

 

想定される学び １学年当たりの学級数 

進学を念頭に置いた 

普通科系の学び 

・ 進学をめざすコース（文・理） 

・ 地域課題を探究し進学をめざ

すコース 

・ 看護・栄養・保育などの資格

職をめざす進学コース 

２学級 

(60) 

２学科 

４学級 

(120) 

工業科 

・ 機械系 

・ 電気系 

・ 建築土木系 

２学級 

(60) 


